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開発目的は侵害

Winnyは著作権法違反行為を助長するために制作・配布されたプログラム。暗号化機能やキャッシュ機能などを実装することで匿名性を高くし、元の送信者を特定することを困難にすることで、利用者に対して警察等に摘発されることはないといった安心感を与え、著作権侵害を積極的に拡大させることになった。

２）侵害結果の予期

WinMXを利用した 著作権侵害で逮捕者が出たことを受けて、新たなファイル交換ソフトについての話を行なっていたスレッドに開発を行なう趣旨の書き込みを行ない、ユーザーや 作者が逮捕されることはないのかといった質問にも答えるなど、著作権侵害の可能性を知りながらWinnyを開発したことは明らか。
３）著作権侵害を意図していたという供述内容

警察の取調べなどでも著作権侵害を意図していたと本人が供述しており、その内容は掲示板の書き込みなどとも整合するものである。


１）開発目的は侵害ではない
Winny開発目的は単なる研究であり、暗号化機能やキャッシュ機能は、ファイル転送の効率化を図るためのものであり、著作権侵害を行いやすくするためのものではない。
２）侵害結果を予期してはいない
著作権侵害に利用されるかもしれないという単なる可能性の認識であった。
３）侵害の意図はなく、供述は警察と検察の作り上げたもの
著作権侵害行為を助長する意思はなかった。警察の作成した文書に署名しただけであり、著作権侵害を意図していたというのは、検察と警察の創作である。
